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平成２３年５月２７日

国土交通省 四国地方整備局

複数の治水対策案の立案・抽出について

（中筋川流域）
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中筋川における治水対策の現状及び課題について

■中筋川流域の平均年降雨量は２，２００mm～２，６００mmで、全国でも有数の多雨地帯であり、台風常襲地帯に位
置している。

■中筋川は河床勾配が緩く、洪水時に四万十川本川の背水影響を強く受けることから、四万十川本川の影響を軽減
するために、背割堤を整備し、その後も順次、堤防が整備され、現在、連続堤による整備が概成している。

■昭和５０年以降の度重なる洪水を契機に、昭和５８年に中筋川ダムの建設に着手し、平成１０年度に完成している。
■近年の洪水による家屋浸水は２～３年に１回、農地浸水は毎年のように発生している。

○中筋川の現況○中筋川の現況
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河川整備計画における洪水防御の目標

■河川整備計画の目標：戦後最大洪水である昭和４７年７月のピーク流量(約１，０００m3/s)と同規模の洪水を安全に
流下させる。

■計画対象期間：平成１３年(河川整備計画策定)から概ね２０年
■河川整備計画の主な内容：横瀬川ダムの建設

横瀬川ダム容量配分図横瀬川ダム容量配分図

堤防補強・樹木伐採堤防補強・樹木伐採

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 横瀬川ダム有りの河道配分流量

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

※現在、河道改修は整備済み
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磯ノ川地点における
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横瀬川ダム検証における「治水対策案」の今後の流れ

「ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目」に示されている２６の方策※を参考にして幅広い方策

を組み合わせて検討する。

② ①の検討を踏まえ、幅広い方策を組み合わせて複数の治水対策案の立案 【今回検討】

① 中筋川流域における２６方策※の検討 【第２回幹事会で説明済】

③ 概略評価による治水対策案の抽出 【今回検討】

④ 治水対策案を評価軸ごとに評価

⑤ 目的別の総合評価［洪水調節］

※再評価実施要領細目 第４ 再評価の視点 １ 再評価の視点 (2) ①複数の治水対策案の立案 に記載されている。
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治水対策案の立案にあたっての基本的な考え方

○平成13年12月に「中筋川河川整備計画」が策定され、その中に「横瀬川ダム」が位置付けられてお

り、複数の治水対策案はこの整備計画において想定している目標と同程度の安全度を確保する※こ
とを基本とする。

※横瀬川ダム建設によって治水効果が得られる横瀬川の安全度確保を含む。

１．２６の治水方策から、中筋川に適用可能な方策を組み合わせて、横瀬川ダムを含まない複数の治
水対策を検討する。

２．対策案の立案の考え方は以下のとおりとする。

①横瀬川ダムの機能を代替し、かつ効果を定量的に見込むことが可能な方策を組み合わせて幅広く
治水対策案を検討する。

②中筋川流域の場合は、「雨水貯留施設」 「雨水浸透施設」「水田等の保全」により対策できる適地
が少なく、効果もそれ程大きくないことからこれらを１セットとして対策案を検討する。

③土地利用規制、現状の水田等の保全、森林保全、洪水予測・情報提供は、効果を定量的に見込む
ことは困難であるが、洪水被害を軽減するための重要な施策であることから、全ての対策案に適用
する。



5

２６方策の中筋川流域への適用性

今回の検討において採用した河川を中心とした方策

今回の検討において採用した流域を中心とした方策

定量化は困難であるが、各案に共通して適用する方策

今回の検討において採用しなかった方策
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治水対策案

グループ 番号 治水対策案 対策案の概要

0.現計画 0 横瀬川ダム案 横瀬川ダムの建設によりダム下流の水位・流量の低下を図り、下流の洪水被害を軽減する。

1-① 河道掘削案(中筋川・横瀬川)
中筋川、横瀬川ともに河道内の砂州や高水敷を掘削することにより河道断面を拡大し、水位を
低減させる。

1-② 引堤案(中筋川・横瀬川)
中筋川、横瀬川ともに、堤防を居住地側に移設することにより河道断面を拡大し、水位を低減さ
せる。

1-③ 堤防かさ上げ案(中筋川・横瀬川)
中筋川、横瀬川ともに堤防をかさ上げすることにより河道断面を拡大し、流水を安全に流下させ
る。

1-④ 放水路案
横瀬川に放水路を設置し、洪水時の流量を横瀬川から四万十川に放流することで、横瀬川、中
筋川の水位を低減させる。

1-⑤ 河道掘削(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案
中筋川は河道内の砂州や高水敷を掘削することにより河道断面を拡大し、水位を低減させる。
横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより、流水を安全に流下させる。

2-① 遊水地(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案
中筋川は、直轄上流部に遊水地を設置し掘削により容量を増加させて水位、流量の低下を図
り、横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより流水を安全に流下させる。

2-② 遊水地(中筋川)+河道掘削(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案
中筋川は、直轄上流部に遊水地を設置するととにも、遊水地による水位、流量の低下不足は河
道掘削により補う。また、横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより流水を安全に流下さ
せる。

3-①
既設ダム有効活用（中筋川ダムかさ上げ）＋遊水地(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

中筋川は中筋川ダムのかさ上げによる洪水調節効果の増強と遊水地により、横瀬川は最もコス
トの安価な堤防かさ上げによりそれぞれ水位を低減させる。

3-②
既設ダム有効活用（中筋川ダムかさ上げ）＋河道掘削(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

中筋川は中筋川ダムのかさ上げによる洪水調節効果の増強と河道掘削により、横瀬川は最もコ
ストの安価な堤防かさ上げによりそれぞれ水位を低減させる。

3-③
既設ダム有効活用（中筋川ダム容量買取）＋遊水地(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

中筋川は中筋川ダムの利水容量の買取による洪水調節効果の増強と遊水地により、水位を低
下させる。また、横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより流水を安全に流下させる。

3-④
既設ダム有効活用（中筋川ダム容量買取）＋河道掘削(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

中筋川は中筋川ダムの利水容量の買取による洪水調節効果の増強と河道掘削により、水位を
低下させる。また、横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより流水を安全に流下させる。

4-① 流域対策＋遊水地(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案
内水地区を除く地区に雨水貯留施設等を設置することにより流出を抑制、さらに中筋川は直轄
上流部に遊水地を設置し、水位を低下させる。横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより
流水を安全に流下させる。

4-② 流域対策＋河道掘削(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案
内水地区を除く地区に雨水貯留施設等を設置することにより流出を抑制、さらに中筋川は河道
掘削により水位を低下させる。また、横瀬川は最もコストの安価な堤防かさ上げにより流水を安
全に流下させる。

4.流域対策を
　実施する案

1.河道を整備
　する案

2.貯留施設を
整備する案

3.ダムを有効活
用する案
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治水対策案0 横瀬川ダム案

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■横瀬川ダムの建設によりダム下流の水位・流量の低下を図り、下流の洪水被害を軽減する。
■ダム完成後にはダム下流全川で安全度が向上する。
■概算コスト：完成までに要する費用：約１３０億円
■工期:約７年 ※完成までに要する費用は平成23年度以降の残事業費。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

横瀬川ダム容量配分図

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 横瀬川ダム有りの河道配分流量

[△130]
磯ノ川地点における
横瀬川ダム整備効果

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果
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◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川、横瀬川ともに河道内の砂州や高水敷を掘削（河道内樹木の伐採を含む）することにより河道断面を拡大し、

水位を低減させる。
■スジアオノリの生息域の保全、塩水遡上防止、上流のウグイ・アユ・ヨシノボリの生息域の保全に配慮した掘削下限

高を設定し、下限高以下の掘削は行わない。
■河道掘削を行ったところから段階的に治水効果が発揮される。
■（中筋川）掘削約50万m3

（横瀬川）掘削約10万m3 、床固工改築３基、堰改築５基

■概算コスト：完成までに要する費用：約１８０億円
■工期：約４０年

治水対策案1-① 河道掘削案（中筋川・横瀬川）

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

HWL

河道内樹木伐採
【河道掘削】

中筋川

治水対策案の掘削範囲

10k/8

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 河道掘削案における河道配分流量

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果
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※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。
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[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果
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上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 引堤案における河道配分流量
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治水対策案１-② 引堤案（中筋川・横瀬川）

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川の河道内の樹木伐採を行い、中筋川、横瀬川ともに、堤防を居住地側に移設することにより河道断面を拡大

し、水位を低減させる。
■堤防の移設は、左右岸を比較し資産が少ない側とする。
■引堤を行ったところから段階的に治水効果が発揮される。
■（中筋川） 引堤約11km、用地買収約20ha、樋門・樋管改築16基、家屋移転約１０戸、橋梁（継足し）７橋

（横瀬川） 引堤約5km、用地買収約6ha、樋門・樋管改築10基、床固工（継足し）３基、堰改築５基、橋梁（継足し）５橋
■概算コスト：完成までに要する費用：約３５０億円
■工期：約４０年

※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

【引堤案】
中筋川

中筋川 
現況堤防 

引堤後堤防 
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治水対策案１-③ 堤防かさ上げ案（中筋川・横瀬川）

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 堤防かさ上げ案における河道配分流量

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川の河道内の樹木伐採を行い、中筋川、横瀬川ともに堤防かさ上げにより、それぞれ河道断面を拡大し、洪水

を安全に流下させる。
■かさ上げ対象河川は中筋川(直轄区間) のほか、中筋川の水位の影響が及ぶ中筋川(指定区間)、横瀬川、山田川、

芳奈川、ヤイト川とする。
■かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮される。
■（中筋川および支川） 堤防かさ上げ約３１km、用地買収約10ha、家屋移転約１０戸、橋梁架替１６橋、

樋門・樋管一部改築１８基、排水機場一部改築９基
■概算コスト：完成までに要する費用：約２３０億円
■工期：約３０年

※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

HWL
かさ上げ後HWL

【かさ上げ案】
中筋川

現況堤防の法尻
かさ上げ後堤防の法尻

：現況河道

：かさ上げ後断面

 

中筋川 

13k/4 現況の堤防法尻 
かさ上げ後堤防の法尻 

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

770

磯ノ川

単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川

横
瀬
川

：嵩上げ区間  

：橋梁架替 

：排水機場改築 
：樋門・樋管改築 

対象河川 
・中筋川(直轄) 
・中筋川(指定) 

 
・横瀬川 
・山田川 

 
・芳奈川 
・ヤイト川 

中筋川 横
瀬
川

 

中筋川指定区間 

山田川 

芳奈川 

ヤイト川 

中筋川ダム 

四
万
十
川 

後
川 

河道内樹木伐採
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横瀬川ダム計画地点

基準地点磯ノ川（中筋川）

放水路ルート

基準地点具同（四万十川）
横瀬川

中筋川

四万十川

大臣管理区間
大臣管理区間

大臣管理区間

大臣管理区間

治水対策案1-④ 放水路案

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■横瀬川に放水路を設置し、洪水時の流量を横瀬川から四万十川に放流することで、横瀬川、中筋川の水位を低減

させる。
■放水路の完成時に安全度が向上する。
■放水路延長約3,100m、トンネル径10m 
■概算コスト：完成までに要する費用：約６１０億円
■工期：約６０年 ※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。

※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コストは、概略で算定しているため変更となることがある。
※工期については予算制約から算定しているが、実際に施工する場合には経済性を考慮した工期を改めて検討する事となる。

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 放水路案における河道配分流量

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

640

磯ノ川
単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川

横
瀬
川

[△130]
磯ノ川地点における
放水路整備効果

放水路

r
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=5
.0
m

r0=5.0m r0=5.0m

B=2r0=10.0m

H=
2r

0
=1
0.
0m

h0 r0
=5
.0
m

2r
0=
10
.0
m

2r0=10.0m

放水路トンネルの設計断面
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◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は、河道内の砂州や高水敷を掘削（河道内樹木の伐採を含む）することにより河道断面を拡大し、横瀬川は

堤防かさ上げにより河道断面を拡大し、洪水を安全に流下させる。
■中筋川は、スジアオノリの生息域の保全、塩水遡上防止、上流のウグイ・アユ・ヨシノボリの生息域の保全に配慮し

た掘削下限高を設定し、下限高以下の掘削は行わない。
■河道掘削(横瀬川は堤防かさ上げ)を行ったところから段階的に治水効果が発揮される。
■（中筋川）掘削約50万m3

（横瀬川）堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト：完成までに要する費用：約１６０億円
■工期：約３０年

治水対策案1-⑤ 河道掘削(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

HWL

河道内樹木伐採
【河道掘削】

中筋川

治水対策案の掘削範囲

10k/8

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 河道掘削案における河道配分流量

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

770

磯ノ川

単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川

横
瀬
川

：現況河道

：掘削断面

※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

横
瀬
川

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

中筋川ダム

中筋川

四
万
十
川

後
川

：中筋川(掘削)

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：樋門・樋管改築

：排水機場改築
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◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は直轄上流部に遊水地を設置し、横瀬川は堤防かさ上げにより河道断面を拡大し、洪水を安全に流下させ

る。

■横瀬川は堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮されるが、中筋川については遊水地の完成時

に安全度が向上する。

■（中筋川）遊水地面積約60ha
（横瀬川）堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト：完成までに要する費用：約１９０億円

■工期：約３０年

治水対策案２-① 遊水地（中筋川）＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

中筋川
堤防

越流堤 農地
周囲堤

平常時

中筋川

堤防
越流堤

周囲堤

洪水時

遊水地

遊水地

【遊水地】

 

遊水地

中
筋

川

支川

遊水地

140

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

770

磯ノ川

単位：m3/s
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中筋川ダム

中 筋 川

1,060

700
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上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 遊水地案における河道配分流量

掘削により容量確保

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

中筋川ダム

遊水地

中筋川

四
万
十
川

後
川

横
瀬
川

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：遊水地

：樋門・樋管改築

：排水機場改築
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◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は直轄上流部に設置する遊水地と河道掘削（河道内樹木の伐採を含む）により、横瀬川は堤防かさ上げに

より河道断面を拡大し、洪水を安全に流下させる。
■河道掘削、堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮されるが、遊水地は完成時に安全度が向上

する。

■（中筋川）遊水地面積約60ha
（横瀬川）堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト：完成までに要する費用：約１９０億円
■工期：約３０年

治水対策案２-② 遊水地＋河道掘削（中筋川）＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

中筋川
堤防

越流堤 農地
周囲堤

平常時

中筋川

堤防
越流堤

周囲堤

洪水時

遊水地

遊水地

【遊水地】

遊水地

124

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果
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上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 遊水地案における河道配分流量

【河道掘削】 中筋川

HWL

：現況河道

：掘削断面

河道内樹木伐採

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

中筋川ダム

遊水地

中筋川

四
万
十
川

後
川

：中筋川(掘削)

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：遊水地

横
瀬
川
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治水対策案３-① 既設ダム有効活用（中筋川ダムかさ上げ）＋遊水地(中筋川)＋ 堤防かさ上げ(横瀬川)案

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は中筋川ダムのかさ上げによる洪水調節効果の増強と遊水地により、横瀬川は堤防かさ上げにより洪水を

安全に流下させる。

■横瀬川は堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮されるが、中筋川についてはダムかさ上げ時、
遊水地の事業完成時にそれぞれ安全度が向上する。

■（中筋川）中筋川ダムかさ上げ6.4m【増加容量460万m3 】、遊水地面積約60ha
（横瀬川）堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト： 完成までに要する費用：約５３０億円

■工期：約４０年 ※治水対策案に関する利水関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

遊水地

100

[△230+ △40= △270 ] 

磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000
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磯ノ川
単位：m3/s
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中筋川ダム

中 筋 川
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800
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上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム後の流量

下段 ：既設ダム有効活用（ダムかさ上げ）＋遊水地案における河道配分流量

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

中筋川
堤防

越流堤 農地
周囲堤

平常時

中筋川

堤防
越流堤

周囲堤

洪水時

遊水地

遊水地

【遊水地】

かさ上げ前
かさ上げ後

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

新たな洪水調節容量6.4m

【中筋川ダムかさ上げ】

 

遊水地

中
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川

支川

【遊水地】

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

遊水地

中筋川ダム
かさ上げ

中筋川

四
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十
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後
川

横
瀬
川

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：遊水地

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：中筋川ダム
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治水対策案３-②既設ダム有効活用（中筋川ダムかさ上げ）＋河道掘削(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 既設ダム有効活用（ダムかさ上げ）における河道配分流量

[△230＋Δ40]=Δ270
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

730

磯ノ川

単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川

横
瀬
川

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

【河道掘削】 中筋川

【中筋川ダムかさ上げ】
かさ上げ前

かさ上げ後

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

新たな洪水調節容量6.4m

：現況河道

：掘削断面

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は中筋川ダムのかさ上げによる洪水調節効果の増強と河道掘削（河道内樹木の伐採を含む）により、横瀬

川は堤防かさ上げにより洪水を安全に流下させる。

■横瀬川は堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮され、中筋川についても河道掘削を行ったとこ
ろから段階的に治水効果が発揮されるが、主としてダムかさ上げは事業完成時にそれぞれ安全度が向上する。

■（中筋川） 中筋川ダムかさ上げ6.4m【増加容量460万m3 】 、掘削約30万m3

(横瀬川) 堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基
■概算コスト： 完成までに要する費用：約５１０億円

■工期：約４０年
※治水対策案に関する利水関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

HWL
河道内樹木伐採

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

中筋川ダム
かさ上げ

中筋川
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：中筋川(掘削)

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：中筋川ダム



17

【遊水地】

 

遊水地

中
筋

川

支川

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は中筋川ダムの利水容量の買取による洪水調節効果の増強と遊水地により、横瀬川は堤防かさ上げにより

洪水を安全に流下させる。

■横瀬川は堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮されるが、中筋川については利水容量買取、
遊水地完成時点でそれぞれ安全度が向上する。

■（中筋川） 中筋川ダムの利水容量買取約200万m3、遊水地面積約60ha
(横瀬川) 堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト： 完成までに要する費用：不確定

■工期：不確定

治水対策案３-③ 既設ダム有効活用（容量買取）＋遊水地(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案

※治水対策案に関する利水関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

【中筋川ダム新規利水容量買取】
現状 新規利水容量買取後

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量(不特定)

洪水調節容量
(新規利水容量買取後)

(新規)

(不特定)

※洪水調節に使用できる容量の範囲が下方に
広がるため洪水吐を下げる。また、出来るだけ
貯留するため洪水吐幅を狭くする。

洪水吐

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ：既設ダム有効活用（利水容量買い取り＋操作ルールの変更）
＋遊水地案における河道配分流量

遊水地

130

[△230+ △10= △240 ] 

磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

760

磯ノ川
単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川
1,060

700
840

横
瀬
川

1,060

830
840

磯
ノ
川
川

上
ノ
土
居
川

中筋川
堤防

越流堤 農地
周囲堤

平常時

中筋川

堤防
越流堤

周囲堤

洪水時

遊水地

遊水地

１７

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

遊水地

中筋川ダム
新規利水容量買取

中筋川

四
万
十
川

後
川

横
瀬
川

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：遊水地

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：中筋川ダム
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治水対策案３-④ 既設ダム有効活用（容量買取）＋河道掘削(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

【中筋川ダム新規利水容量買取】

現状 新規利水容量買取後

堆砂容量

利水容量

洪水調節容量

堆砂容量

利水容量(不特定)

洪水調節容量
(新規利水容量買取後)

(新規)

(不特定)

※洪水調節に使用できる容量の範囲が下方に
広がるため洪水吐を下げる。また、出来るだけ
貯留するため洪水吐幅を狭くする。

洪水吐

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ：既設ダム有効活用（利水容量買い取り＋操作ルールの変更）

[△230＋Δ10]=Δ240
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

760

磯ノ川

単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川

横
瀬
川

【河道掘削】 中筋川

HWL

：現況河道

：掘削断面

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■中筋川は中筋川ダムの利水容量の買取による洪水調節効果の増強と河道掘削（河道内樹木の伐採含む）により、

横瀬川は堤防かさ上げにより洪水を安全に流下させる。

■横瀬川は堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮され、中筋川も河道掘削を行ったところから段
階的に治水効果が発揮されるが、主として利水容量買取時点で安全度が向上する。

■（中筋川） 中筋川ダムの利水容量買取約200万m3 、掘削約40万m3

（横瀬川） 堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基
■概算コスト： 完成までに要する費用：不確定

■工期：不確定
※治水対策案に関する利水関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。

１８

河道内樹木伐採

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

中筋川ダム
新規利水容量買取

中筋川

四
万
十
川

後
川

：中筋川(掘削)

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：中筋川ダム

横
瀬
川
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上段 ： 整備目標流量

（昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ：流域対策＋遊水地案における河道配分流量

[△230 ]

磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

中 筋 川

1,000

764

磯ノ川
単位：m3/s

770

中筋川ダム

遊水地

134

1,060
840
700

流域対策[△6 ]

横
瀬
川

1,060
840
834

磯
ノ
川
川

上
ノ
土
居
川

治水対策案４-① 流域対策＋遊水地(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案

流域対策

■雨水浸透施設

平常時 洪水時

水田の保全による
遊水機能向上

■雨水貯留施設（校庭貯留） ■水田等の保全

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■内水地区を除く地区に雨水貯留施設等を設置することにより流出を抑制、さらに中筋川は直轄上流部に遊水地を

設置し、横瀬川は堤防かさ上げにより洪水を安全に流下させる。
■流域対策、堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮されるが、遊水地は完成時に安全度が向上

する。
■（流域対策）雨水貯留施設面積約0.1km2、雨水浸透ます1,500基、水田保全面積約1.1km2

（中筋川） 遊水地面積約60ha
（横瀬川） 堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト： 完成までに要する費用：約１９０億円
■工期：約３０年

※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整 は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

【遊水地】

 

遊水地

中
筋

川

支川

中筋川
堤防

越流堤 農地
周囲堤

平常時

中筋川

堤防
越流堤

周囲堤

洪水時

遊水地

遊水地
掘削により容量確保

１９

対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

遊水地

中筋川

中筋川ダム

四
万
十
川

後
川

横
瀬
川

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：水田等の保全 (田んぼダム )

：雨水浸透施設 (市街地 )
：雨水貯留施設 (グランド等 )

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：遊水地
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治水対策案４-② 流域対策＋河道掘削(中筋川)＋堤防かさ上げ(横瀬川)案

流域対策

◇治水対策案の概要◇治水対策案の概要
■内水地区を除く地区に雨水貯留施設等を設置することにより流出を抑制、さらに中筋川における河道掘削（河道内

樹木の伐採含む）、横瀬川の堤防かさ上げにより洪水を安全に流下させる。
■流域対策、河道掘削、堤防かさ上げを行ったところから段階的に治水効果が発揮される。
■（流域対策）雨水貯留施設面積約0.1km2、雨水浸透ます1,500基、水田保全面積約1.1km2

（中筋川） 掘削約50万m3

（横瀬川） 堤防かさ上げ約８km 、用地買収約2ha、橋梁架替３橋、樋門・樋管一部改築８基、排水機場一部改築１基

■概算コスト：完成までに要する費用：約１６０億円
■工期：約３０年

※治水対策案に関する関係者との事前協議や調整は行っていない。
※治水対策案の用地買収に関わる地権者等の関係者との事前協議や調整 は行っていない。
※ダム中止にともなって発生する費用は含まれない。
※概算コスト、工期は、概略で算定しているため変更となることがある。

【河道掘削】 中筋川

HWL

：現況河道

：掘削断面

◇治水対策案のイメージ◇治水対策案のイメージ

上段 ： 整備目標流量 （昭和47年７月洪水、中筋川ダム調節前の流量）
中段 ： 中筋川ダム（現状）後の流量

下段 ： 流域対策による河道配分流量

[△230]
磯ノ川地点における
中筋川ダム整備効果

1,000

764

磯ノ川

単位：m3/s

770

中筋川ダム

中 筋 川

横
瀬
川

流域対策[△6]

２０

■雨水浸透施設

平常時 洪水時

水田の保全による
遊水機能向上

■雨水貯留施設（校庭貯留） ■水田等の保全

河道内樹木伐採対象河川
・中筋川(直轄)
・横瀬川

中筋川ダム

四
万
十
川

後
川

横
瀬
川

中筋川

：中筋川(掘削)

：横瀬川(堤防かさ上げ)

：橋梁架替

：樋門・樋管改築

：排水機場改築

：水田等の保全 (田んぼダム)
：雨水浸透施設(市街地)
：雨水貯留施設(グランド等 )
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概略評価による治水対策案の抽出の考え方【洪水調節の例】
第１２回今後の治水対策のあり方に関する有識者会議資料「参考資料４」の抜粋
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評価軸と評価の考え方【洪水調節の例】
第１２回今後の治水対策のあり方に関する有識者会議資料「参考資料４」の抜粋
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明らかに不適当（棄却）

約7年 ○

約40年 ○

約40年

約30年

約60年 ×

約30年 ○

工期

概略評価

抽出された
治水対策案

同類案の中で
最も妥当な案

（代表化）

安
全
度

コ
ス
ト

実
現
性

持
続
性

柔
軟
性

地
域
社
会

へ
の
影
響

環
境
へ
の

影
響

概算コストの観点から
1-①案、1-⑤案を抽出する。

0
.

現
計
画

0 横瀬川ダム案 130

1-① 河道掘削案（中筋川・横瀬川） 180

1-② 引堤案（中筋川・横瀬川） 350

1-③ 堤防かさ上げ案（中筋川・横瀬川） 230

1-④ 放水路案 610

1-⑤
河道掘削（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

160

グ
ル
ー
プ

番
号

治水対策案

1
.

河
道
を
整
備
す
る
案

完成まで
に要する

費用
（億円）

治水対策案の概略評価（グループ1：河道を整備する案）

※1）

※2）

※1）“現計画”の完成までに要する費用は、平成23年度以降の残事業費。
※2） コストについては“現計画”の完成までに要する費用の２倍以上を、明らかに不適当として棄却。

×
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明らかに不適当（棄却）

約30年 ○

約30年 ○

概略評価

同類案の中で
最も妥当な案

（代表化）

安
全
度

コ
ス
ト

実
現
性

工期
持
続
性

概算コストの観点から
2-①案、2-②案を抽出する。

抽出された
治水対策案

地
域
社
会

へ
の
影
響

環
境
へ
の

影
響

柔
軟
性

理

2-①
遊水地（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

190

2-②
遊水地（中筋川）
＋河道掘削（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

190

グ
ル
ー
プ

番
号

治水対策案

2
.

貯
留
施
設
を

整
備
す
る
案

完成まで
に要する

費用
（億円）

治水対策案の概略評価（グループ2：貯留施設を整備する案）

※1）

※1） コストについては“現計画”の完成までに要する費用の２倍以上を、明らかに不適当として棄却。
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明らかに不適当（棄却）

約40年 ×

約40年 ×

不確定

不確定

実
現
性

持
続
性

工期

概略評価

○

抽出された
治水対策案

同類案の中で
最も妥当な案

（代表化）

地
域
社
会

へ
の
影
響

環
境
へ
の

影
響

柔
軟
性

安
全
度

コ
ス
ト

3-①

既設ダム有効活用
（中筋川ダムかさ上げ）
＋遊水地（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

530

3-②

既設ダム有効活用
（中筋川ダムかさ上げ）
＋河道掘削（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

510

3-③

既設ダム有効活用
（中筋川ダム容量買取）
＋遊水地（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

不確定

3-④

既設ダム有効活用
（中筋川ダム容量買取）
＋河道掘削（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

不確定

グ
ル
ー
プ

3
.

ダ
ム
を
有
効
活
用
す
る
案

番
号

治水対策案

完成まで
に要する

費用
（億円）

治水対策案の概略評価（グループ3：ダムを有効活用する案）

※1）

※1） コストについては“現計画”の完成までに要する費用の２倍以上を、明らかに不適当として棄却。
※2)完成までに要する費用は不確定であり、効果が関係者との調整に大きく依存するが、本案は一般的な治水対策手法であることから、今後詳細な検討を実施

する。

※2）

※2）
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明らかに不適当（棄却）

約30年

約30年 ○

抽出された
治水対策案

同類案の中で
最も妥当な案

（代表化）

安
全
度

コ
ス
ト

実
現
性

持
続
性

柔
軟
性

地
域
社
会

へ
の
影
響

概略評価

環
境
へ
の

影
響

工期

概算コストの観点から
4-②案を抽出する。

4-①
流域対策
＋遊水地（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

190

4-②
流域対策
＋河道掘削（中筋川）
＋堤防かさ上げ（横瀬川）案

160

番
号

治水対策案

完成まで
に要する

費用
（億円）

4
.

流
域
対
策
を
実

施
す
る
案

グ
ル
ー
プ

治水対策案の概略評価（グループ4：流域対策を実施する案）

※1）

※1） コストについては“現計画”の完成までに要する費用の２倍以上を、明らかに不適当として棄却。
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治水対策案の概略評価（総括表）

※1）“現計画”の完成までに要する費用は、平成23年度以降の残事業費。
※2）完成までに要する費用は不確定であり、効果が関係者との調整に大きく依存するが、本案は一般的な治水対策手法であることから、今後詳細な検

討を実施する。

※2）

※2）

※1）

グループ 番号 治水対策案
完成までに
要する費用

（億円）

0.現計画 0 横瀬川ダム案 130

1-① 河道掘削案(中筋川・横瀬川) 180

1-② 引堤案(中筋川・横瀬川) 350

1-③ 堤防かさ上げ案(中筋川・横瀬川) 230

1-④ 放水路案 610

1-⑤ 河道掘削(中筋川)＋堤防嵩上げ(横瀬川)案 160

2-① 遊水地(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案 190

2-② 遊水地(中筋川)+河道掘削(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案 190

3-①
既設ダム有効活用（中筋川ダムかさ上げ）＋遊水地(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

530

3-②
既設ダム有効活用（中筋川ダムかさ上げ）＋河道掘削(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

510

3-③
既設ダム有効活用（中筋川ダム容量買取）＋遊水地(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

不確定

3-④
既設ダム有効活用（中筋川ダム容量買取）＋河道掘削(中筋川)
+堤防かさ上げ(横瀬川)案

不確定

4-① 流域対策＋遊水地(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案 190

4-② 流域対策＋河道掘削(中筋川)+堤防かさ上げ(横瀬川)案 160

4.流域対策を
　実施する案

1.河道を整備
　する案

2.貯留施設を
整備する案

3.ダムを有効活
用する案

工期 抽出された治水対策案

約7年 ○

約40年 ○

約40年

約30年

約60年

約30年 ○

約30年 ○

約30年 ○

約40年

約40年

不確定

不確定

約30年

約30年 ○

○




